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町
内
の
学
校
の
壁
な
ど
を
芸
術
作

品
で
彩
る
「
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ふ
く
し
ま
in
猪
苗
代

２
０
１
９
」
は
11
月
３
、４
の
両
日
、

翁
島
小
学
校
、
猪
苗
代
中
学
校
、
吾

妻
中
学
校
、
猪
苗
代
高
校
な
ど
で
開

か
れ
ま
し
た
。
猪
苗
代
青
年
会
議
所

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催

し
ま
し
た
。

　
「
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
、
芸
術
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
の
感
性
や
愛
郷
心
を
育
み
、

学
校
の
存
在
意
義
を
地
域
の
人
た

ち
と
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

２
０
１
６（
平
成
28
）年
に
始
ま
り
、

今
回
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

猪
苗
代
高
校
の
教
室
に
は
、
本
町

出
身
の
写
真
家
野
口
勝
宏
さ
ん
の
作

品
「
同
じ
磐
梯
山
の
稜
線
を
見
て

育
っ
た
、
私
か
ら
み
な
さ
ん
へ
」
と

題
し
た
写
真
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

猪
苗
代
中
学
校
の
会
場
で
は
、「
泥

絵
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
画
家
の
淺
井

裕
介
さ
ん
と
ド
イ
ツ
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ａ
さ
ん
が
校
舎
な
ど
に

描
い
た
作
品
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

淺
井
さ
ん
は
「
猪
苗
代
中
学
校
の

絵
は
、
土
津
神
社
な
ど
町
内
の
土
を

画
材
の
原
料
に
使
い
、
生
徒
と
一
緒

に
制
作
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
は
、

普
段
の
美
術
の
時
間
で
は
で
き
な
い

体
験
を
し
て
も
ら
い
、
作
品
を
共
同

で
作
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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今月の表紙
ふくしま駅伝８区、男
子中学生区間を走る東
中３年の佐藤真央選手。
佐藤選手は、町の部区
間２位、総合でも区間
５位の快走を見せまし
た。（関連４～５ペー
ジ）

【撮影日】　11 月 17 日
【撮影場所】　郡山市

【目次】

猪苗代中学校の教室の壁や天井を「泥絵」の手法
で彩る画家の淺井さん

1_ 野 口 勝 宏 さ ん は 猪 苗 代 高
校 の 教 室 で 個 展「Fukushima 
Flowes- 福島の花」を開いた　
2_ 翁島小学校の廊下に描かれ
た小栗千隼さんの作品「ワイル
ドローズ」。翁島小の全校児童
が作品の制作に携わった　3_
猪苗代中学校に描かれた淺井
裕介さんの作品「野生の合奏」。
窓から差し込む太陽の光が教室
の床に模様となって浮かび上が
る。東京都から訪れた村山ひか
るさんは「土の力強さと生命力
を感じました」と感想を話した
4,5_ 子どもたちを描いた TONA
さんの作品（猪苗代中学校）

1

2 3

4 5
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1_11 区小板橋梨夢選手（猪苗代中３年）　2_ ４区小檜山利輝選手
（東洋大２年）　3_ ２区安部諒嘉選手（田村高２年）　4_14 区大島

丈選手（会津学鳳高１年）　5_16 区五十嵐修一選手（ネクセリア東
日本）6_ ９区鈴木もえ選手（吾妻中３年）　7_12 区國分伊三郎選
手（会津若松消防署）8_ １区長峰沙弥選手（猪苗代中３年）　

　

第
31
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅

伝
競
争
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

は
11
月
17
日
、
白
河
市
の
し
ら
か

わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
陸

上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島

市
の
県
庁
前
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す

る
16
区
間
、
94
・
８
㌔
の
コ
ー
ス

で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
県
内
53
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
前
日
に
は
開
会
式
が
行
わ

れ
、
コ
ー
チ
の
五
十
嵐
史
朗
さ
ん

（
五
十
嵐
石
材
店
）
が
20
回
連
続

出
場
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
１
区
、
大
学
生
や
高

校
生
な
ど
の
女
子
エ
ー
ス
が
ひ
し

め
く
中
、
長
峰
沙
弥
選
手（
猪
苗

代
中
３
年
）が
懸
命
の
走
り
を
見

せ
ま
す
。
男
子
高
校
生
の
エ
ー
ス

級
が
そ
ろ
う
２
区
で
安
部
諒
嘉
選

手（
田
村
高
２
年
）が
流
れ
を
作

る
と
、３
区
の
大
橋
清
陽
選
手（
猪

苗
代
中
３
年
）が
町
の
部
区
間
賞
、

区
間
総
合
２
位
の
快
走
を
見
せ
ま

す
。
続
く
４
区
で
は
、
小
檜
山
利

輝
選
手（
東
洋
大
２
年
）が
全
体

の
６
位
ま
で
順
位
を
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
徐
々
に
順
位
を
落
と
し

ま
す
が
、
各
選
手
が
奮
闘
し
て
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
最
終
16
区

で
は
２
年
ぶ
り
、
11
回
目
の
出
場

と
な
る
五
十
嵐
修
一
選
手（
ネ
ク

セ
リ
ア
東
日
本
）が
力
走
。
町
の

部
６
位
、
総
合
15
位
で
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
た
。　

9_ ５区古川陽斗選手（若松商業高３年）　10_13 区小鮒響暉選手
（会津工業高２年）　11_ ３区大橋清陽選手（猪苗代中３年）　12_

６区鈴木有人選手（猪苗代高１年）　13_ ７区笠間莉斗選手（猪苗代
中２年）14_15 区鈴木沙羅選手（会津学鳳中３年）　15_ ８区佐藤
真央選手（東中３年）　16_10 区影山裕選手（猪苗代消防署）

第 31 回ふくしま駅伝

選手たちが奮闘　町の部６位入賞

3

1 2

7

49

14 15 6

8

510 11

12

13

昨年大学を卒業して就職したこと
もあり、練習不足ではありました
が、初めてアンカーを務めさせて
いただき、楽しく走ることができ
ました。来年は町の部優勝を目指
して、チームに貢献できる走りを
したいです。できれば、またアン
カーで走りたいですね。

３区で町の部区間賞を獲得するこ
とができましたが、区間総合では
２位となり、個人的には悔しさも
あります。町の部で入賞できたの
は、今回走れなかった人や応援し
てくれる人たちも含めて、これま
でチーム一丸となって練習に取り
組んできた成果だと思います。大橋 清陽 選手 五十嵐修一 選手

「チーム一丸で取り組んだ」 「来年は町の部優勝目指す」

【Interview】

16
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令
和
元
年
度
町
自
治
功
労
者
表
彰

式
は
11
月
３
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
、
受
賞
者
を

は
じ
め
町
、
町
議
会
、
関
係
機
関
・

団
体
の
来
賓
な
ど
約
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
前
後
公
町
長
が「
今
後

も
町
政
の
振
興
発
展
の
た
め
、
貴
重

な
経
験
と
豊
富
な
識
見
を
も
っ
て
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
。
長
沼
一
夫
町
議
会
議
長
、
小
檜

山
善
継
県
議
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、

前
後
町
長
が
受
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
大
川
原
久
夫

さ
ん（
上
戸
）が
「
今
後
も
町
政
発

展
の
た
め
に
努
力
し
ま
す
」
と
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

◇
有
功
者
表
彰

▽
町
副
町
長
と
し
て
の
功
績

＝
大
川
原
久
夫

▽
町
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績

＝
金
本
久
美
子
、
長
澤
操

▽
吾
妻
地
区
財
産
区
管
理
会
財
産
管

理
委
員
と
し
て
の
功
績
＝
大
堀
和
雄

◇
功
労
者
表
彰

▽
情
報
公
開
審
査
会
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
と
し
て
の
功
績

＝
長
澤
一
夫

▽
行
政
区
長
と
し
て
の
功
績

＝
小
椋
孝
喜

▽
統
計
調
査
員
と
し
て
の
功
績

＝
渡
部
清
人

▽
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

と
し
て
の
功
績
＝
佐
藤
方
則

▽
民
生
児
童
委
員
と
し
て
の
功
績

＝
大
塚
彰

◇
善
行
者
表
彰

▽
町
の
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を

寄
付
さ
れ
た
功
績
＝
遠
藤
昭
二
、
株

式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス
、
株
式
会
社
プ

ロ
メ
デ
ィ
ア

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
３
日
に
行
わ
れ
、
有
功
者
４
人
、

功
労
者
５
人
、
善
行
者
１
人
と
２
社
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

町自治功労者表彰式

表彰式に出席した（前列左から）大堀さん、大川原さん、前後町長、長沼議長、金本さん、長澤操さん
（後列左から）長澤一夫さん、大塚さん、小椋さん、佐藤さん、渡部さん

　第23回猪苗代新そば祭りは11月２、３の両日、
カメリーナで開かれました。会場には県内外から
大勢のお客さんが訪れ、香り高い猪苗代の新そば
に舌鼓を打ちました。
　今年も大勢のお客さんが会場を訪れ、２日間で
約 5,300 食を提供。そばは「祝言そば」と「ざ
るそば」の２種類が用意されました。猪苗代新そ
ば祭り実行委員会では、今年から新たに整理券方
式を導入し、来場者の皆さんに待ち時間を有意義
に過ごしていただけるよう工夫しました。
　会場内では、「猪苗代手打ちそばの会」による
そば打ちの実演のほか、ステージアトラクション
として日本舞踊や「猪苗代そば口上」などが繰り
広げられました。また、猪苗代高校の生徒 14 人
がボランティアとして参加し、明るい笑顔で来場
者に接しました。
　物産市では、町内の農業生産者らによる野菜な
どが販売され、物産品を買い求めるお客さんでに
ぎわいました。
　会津坂下町から訪れた小学６年生の新國悠雅さ
んは「そばが大好きで家族と来ました。コシがあっ
てとてもおいしいです」と感想を話しました。

2

香り高い新そばに舌鼓
第 23 回猪苗代新そば祭り	

1

4

5

1_「コシがあっておいしい
です」と感想を話した新國
さん　2_ 猪苗代新そば祭
りを陰で支える「そば打ち
名人」の皆さん。スタッフ
やボランティアなど大勢の
協力により新そば祭りが運
営されている　3_ 猪苗代
キャベツ研究会では新鮮な
キャベツを提供　4_ 地元
産の野菜などが並ぶ物産市
5_ 今年は猪苗代高校の生
徒がボランティアとして新
そば祭りのスタッフを務め
た　6_ 猪苗代手打ちそば
の会の半澤幸一さんによる
そば打ちの実演　

3

6
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

幅広いＰＴＡ活動を表彰

　令和元年度「優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰」を受賞した猪苗代
小学校父母と教師の会の氏田泰昭会長らは 11 月 25 日、町役場
を訪れ、前後公町長と宇南山忠明教育長に受賞を報告しました。
同会では、会員相互の連携を深めることに努め、学校の環境整備
や交通安全指導、会員のための研修会や講演会など、年間を通じ
て幅広い活動を行っています。前後町長は「これまでの活動に敬
意を表します」と述べました。

猪苗代小ＰＴＡが文部科学大臣表彰を受賞

受賞を報告した氏田会長（左から３人目）ら

大震災時の支援に感謝を込めて

義援金などを宇南山教育長に届ける３中学校の生徒代表

全国大会での活躍を誓う

全国大会での活躍を誓う茂和泉さん（中央）と鈴木さん（右）

　町内の３中学校および６小学校では 11 月、台風 15 号により
甚大な被害を受けた千葉県八街市に対し、義援金やタオルなどの
支援物資を送りました。東日本大震災発生後、八街市から約５年
にわたって本町に給食食材の提供を受けたことが縁となり、各校
の生徒会や児童会などが中心となって生徒や保護者らに募金を呼
び掛けました。各校から寄せられた善意の合計 169,032 円と支
援物資は、町教育委員会を通じて八街市へ届けられました。

町内の小中学校が八街市へ義援金

今後ますますの活躍を

　第 50 回町高齢者福祉大会は 11 月 15 日、学びいなで開かれ
ました。町老人クラブ連合会の小木良司郎会長らがあいさつを述
べた後、役員表彰が行われ、小木会長が受賞者代表の陽気会の晴
山洋子さんに表彰状を手渡しました。また、今回新設されたニュー
スポーツ大会年間総合優勝者表彰では、旭会の涌井清江さんが受
賞したほか、しあわせ金婚夫婦表彰、１クラブ５名会員加入増強
老人クラブ顕彰の表彰が執り行われました。 役員表彰を受ける晴山さん（左）

第 50 回町高齢者福祉大会

チアダンス全国大会に町内の２選手が出場

　11 月 30 日に東京都調布市で開かれる「第 19 回全日本チアダ
ンス選手権大会」のチアダンス部門・高校生編成に出場する光南
高校３年生の茂和泉千秋さん（上新町）と鈴木杏奈さん（九軒町）
は 11 月 26 日、町役場を訪れ、前後公町長に全国大会での活躍
を誓いました。茂和泉さんは「これまで支えてくれた人へ感謝の
気持ちを込めて踊ります」と決意。鈴木さんは「皆さんに感動を
与えられるような演技をしたいです」と意気込みを話しました。

まちのわだいまちのわだい

優れた村づくり団体を表彰

　令和元年度「豊かなむらづくり全国表彰事業農林水産大臣賞」
を受賞した見祢結

ゆい

乃
の

村
むら

未来協議会の大桃巌会長は 11 月 22 日、
町役場を訪れ、前後公町長に受賞を報告しました。結乃村農楽団
の五十嵐勇夫代表理事が一緒に訪れました。見祢集落では農家レ
ストラン「結」を運営しているほか、農作物や加工品の首都圏へ
の販売などに取り組んでいます。大桃会長は「今後は農産物の６
次化にも力を入れたいです」と話しました。

「結乃村」が全国表彰事業農林水産大臣賞を受賞

受賞を報告した大桃会長（左から２人目）と五十嵐代表
理事（右隣）

生徒が心を込めて演奏

心を込めて合同演奏を行う両校の生徒ら

猪苗代高校吹奏楽部定期演奏会

　第 58 回野口英世博士顕彰記念作文コンクール、第 25 回野口
英世博士少年科学賞の授賞式は 11 月 9 日、野口英世至誠館で行
われ、各賞を受賞した小中学生の栄誉をたたえました。受賞者は
次のとおりです（敬称略）。

【作文コンクール】
◇小学校の部  ▶特選＝小磯大夢（猪苗代小４年）▶金賞＝眞島
紗矢（千里小４年）、五十嵐梓心（猪苗代小４年）、吾妻佑彩（長瀬
小４年）▶銀賞＝小椋琉央（吾妻小４年）、鬼多見明奈（翁島小４
年）、小檜山悠斗（緑小４年）
◇中学校の部  ▶特選＝東條雄途（猪苗代中２年）▶金賞＝佐藤
爽乃（吾妻中２年） ▶銀賞＝國井結以（東中２年）、佐藤亜珠（猪
苗代中２年）

【少年科学賞】
◇小学校の部  ▶最優秀賞＝鈴木理心（吾妻小５年）▶優秀賞＝
髙梨紗那（長瀬小１年）、喜多見七葉（翁島小２年）、吉田真望（千
里小３年）、安藤洋輝（猪苗代小４年）、喜多見叶暖（翁島小６年）
◇中学校の部  ▶最優秀賞＝渡部菜々子（東中３年）▶優秀賞＝
鈴木日奈子（猪苗代中１年）、西村百叶（猪苗代中２年）、髙木沙
也（猪苗代中３年）

小中学生の栄誉をたたえる
野口英世博士顕彰記念事業授賞式

作文コンクール・中学校の部特選を受賞した東條雄途さん

作文コンクール・小学校の部特選に輝いた小磯大夢さん

　猪苗代高校吹奏楽部の第４回定期演奏会は 10 月 27 日、学び
いなで開かれました。
　演奏会は３部構成で行われ、「ロマネスク」や「小さな恋の歌」、

「君の瞳に恋してる」などを演奏しました。また第１部では、猪
苗代中学校吹奏楽部の生徒たちが出演し、「桜華幻想」、「彼こそ
が海賊」などを披露。心を込めた両校の演奏に、会場からは盛ん
な拍手が送られました。
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「
猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼

水
環
境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と

「
猪
苗
代
湖
子
ど
も
交
流
会

２
０
１
９
」
は
11
月
22
日
、
学
び

い
な
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
第
17
回
猪
苗
代
湖
・

裏
磐
梯
湖
沼
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
鈴
木
彦
三
さ
ん（
福
島

市
）ら
受
賞
者
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
猪
苗
代

湖
子
ど
も
交
流
会
２
０
１
９
」
に

は
湖
南
小
中
学
校
４
年
生
、
湊
小

学
校
４
年
生
、
翁
島
小
学
校
５
年

生
の
児
童
が
参
加
し
、
各
校
が
取

り
組
ん
で
い
る
水
環
境
保
全
の
た

め
の
活
動
や
調
査
結
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
翁
島
小
は
、
猪
苗
代
湖

の
水
質
調
査
や
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

ア
サ
ザ
の
移
植
な
ど
３
年
生
か
ら

６
年
生
の
児
童
が
中
心
と
な
り
さ

ま
ざ
ま
な
水
質
保
全
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
郡
山
女
子
大
学
家
政
学

部
の
影
山
志
保
准
教
授
が
「
猪
苗

代
湖
の
水
と
私
た
ち
の
生
活
」
と

題
し
、
基
調
講
演
し
ま
し
た
。

美
し
い
水
環
境
を
未
来
へ

水環境保全の活動を発表する翁島小の児童基調講演する影山准教授

　

第
７
回
猪
苗
代
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
は
11
月
16
日
、
猪
苗
代
ス

キ
ー
場
ミ
ネ
ロ
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

で
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

約
２
０
０
人
が
本
町
の
ス
イ
ー
ツ

を
心
行
く
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
町
内
の
９
店
舗

が
参
加
。
和
菓
子
や
洋
菓
子
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ス
イ
ー
ツ
が
用
意
さ

れ
、
来
場
者
は
各
店
舗
か
ら
一
つ

ず
つ
、
合
計
９
種
類
の
ス
イ
ー
ツ

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
デ
セ
ー
ル
カ
ワ

ウ
チ
オ
ー
ナ
ー
の
河
内
章
さ
ん
に

よ
る
あ
め
細
工
の
実
演
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
世
界
的
な
口
笛
奏
者
、

柴
田
晶
子
さ
ん
に
よ
る
口
笛
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
猪
苗
代
高
校
の
生
徒
10

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、
お
も
て
な
し
の
心
で
来
場
者

を
迎
え
た
ほ
か
、
青
木
宗
寛
社
中

の
皆
さ
ん
が
抹
茶
の
振
る
舞
い
を

行
い
ま
し
た
。

　

会
津
若
松
市
か
ら
訪
れ
た
佐
藤

裕
美
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
ス

イ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
に
初
め
て
来

ま
し
た
。
音
楽
も
楽
し
め
て
い
い

で
す
ね
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

猪
苗
代
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

ホットニュース

ホットニュース

口笛の音色を披露する柴田さん（中央）親子でイベントを楽しむ佐藤さん（右）と娘の柚
ゆう

菜
な

さん

地域おこし協力隊通信

　

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
観

光
地
域
づ
く
り
の
か
じ
取
り
役
と

し
て
期
待
さ
れ
る
法
人
「
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
設
立
に
向
け
て
、
外

部
講
師
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３

回
開
催
し
ま
し
た
。「
猪
苗
代
の

良
い
と
こ
ろ
」
や
「
10
年
後
の
猪

苗
代
に
抱
く
夢
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
話
し
合
い
、
有
意
義
な
時
間
に

な
り
ま
し
た
。

　

１
月
に
は
「
冬
の
猪
苗
代
と
中

ノ
沢
温
泉
～
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
猪
苗

代
の
冬
を
満
喫
～
」
と
題
し
た
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

米
の
全
袋
検
査
の
見
学
や
町
内
産

の
も
ち
米
を
使
っ
た
ひ
し
巻
き
作

り
体
験
な
ど
、
素
材
を
生
か
し
た

グ
ル
メ
を
堪
能
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
ま
し
た
。
食
の
安
全

性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
「
猪
苗

代
の
良
い
と
こ
ろ
」
を
五
感
で
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
今
年
度
を
も
っ
て
協
力
隊

の
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
残
さ

れ
た
時
間
を
大
切
に
過
ご
し
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
猪
苗
代
に
残
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地域おこし協力隊

吉井 和
か ず

磨
ま

 さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：観光誘客、インバウンド事業

キラッ人
と

いなわしろ

　千里小学校５年生の鈴木奏心さ
んは現在、町内の和太鼓チーム「会
津猪苗代太鼓猪

い

駄
だ

天
てん

」に所属して
います。幼い頃から、他の人とは
違うことをしてみたいと考えてい
た奏心さん。奏心さんが小学校３
年生の時に出会ったのが和太鼓で
す。おなかに響く、力強い和太鼓
の音色に圧倒された奏心さんは、
母の由美子さんと弟の義弥くんと
一緒に和太鼓チームに入会しまし
た。練習は週１回の１時間と短時
間ですが、奏心さんは積極的に練
習に参加して、その腕前はぐんぐ
んと上達していきました。
　奏心さんのステージデビューは
平成 29 年の磐梯まつり。猪駄天
に入会してまだ数ヶ月余りでした

が、小さな体からは想像できない
パワフルな演奏と、仲間たちとの
息の合ったパフォーマンスで多く
の観客を楽しませました。その時
のことを「緊張したけれど、楽し
んで演奏できました」と奏心さん
は振り返ります。
　奏心さんの今後の目標は、締太
鼓を演奏できるようになること。
締太鼓は奏心さんが普段練習して
いる長

なが

胴
どう

太鼓（宮太鼓）よりも小
さく、演奏が難しい太鼓です。「私
は今、締太鼓で演奏する曲を練習
しています。ソロパートもあって
難しいですが、見本の動画を見な
がら何度も練習して、格好良く演
奏できるようになりたいです」と
話しました。

鈴木 奏
か な

心
み

 さん（西舘）

※このコーナーでは、さまざまな
分野で活躍している町ゆかりの輝
く人を紹介します。掲載希望の人
は広報担当まで申し出てくださ
い。☎（62）2111
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▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

町
教
育
委
員
会
嘱
託
員

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
業
務
お
よ
び
予
定
人
員

東
中
学
校
の
用
務
員
業
務　

１
人

▼
資
格
要
件

・
自
動
車
普
通
免
許
が
あ
る
人

・
令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
で
満
65

歳
以
下
の
人

▼
勤
務
条
件

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関
す

る
規
則
に
よ
る

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
12
月
20
日（
金
）

ま
で
に
教
育
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
履
歴
書
は
教
育
総
務
課
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考

　

面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間　

令
和
２
年
１
月
６
日
か
ら
令
和
２
年

３
月
24
日
ま
で

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課　

教
育
総
務
係

☎（
62
）５
６
７
７

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
引
換
券
交
付
申
請

期
限
を
延
長
し
ま
す

　

町
で
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
低
所
得
者
世
帯（
住
民
税
非

課
税
者
）へ
の
影
響
緩
和
と
、
地
域

の
消
費
の
下
支
え
を
す
る
た
め
に「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換
券
」

の
申
請
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
、
従
来
の
期
限
を
１

ケ
月
延
長
し
、
12
月
27
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
購
入
引

換
券
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
対
象
者
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
人
に
は
、
す
で
に
案
内
と

申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
対
象
者

令
和
元
年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に

生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る

場
合（
住
民
税
に
お
い
て
、
ど
な
た

か
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
な
ど
）や
生

活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
な
ど

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法

・
申
請
書
提
出
先　

保
健
福
祉
課

・
申
請
受
付
期
限　

12
月
27
日（
金
）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・

し
尿
く
み
取
り

▼
ご
み
収
集

　

12
月
31
日
（
火
）か
ら
１
月
２
日

（
木
）ま
で
の
３
日
間
は
、
ご
み
の
収

集
を
行
い
ま
せ
ん
。
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
家
庭
生
ご
み
収
集︵
拠
点
回
収
地

区
の
み
︶

　

12
月
31
日
（
火
）
か
ら
１
月
２
日

（
木
）
ま
で
の
３
日
間
は
、
家
庭
生

ご
み
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。
家
庭
生

ご
み
回
収
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
し
尿
く
み
取
り

　

12
月
28
日
（
土
）
か
ら
１
月
５
日

（
日
）ま
で
の
９
日
間
は
、
し
尿
の
く

み
取
り
を
行
い
ま
せ
ん
。
早
め
に
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
依
頼
先

は
、
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　

町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
、
ご
み
の
分
別
が
さ
れ
て
い
な
い

あ
り
ま
す
。
積
雪
前
に
場
所
を
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
道
故
障
の
場
合
は
、
右

の
町
指
定
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
施
設
係

☎（
62
）５
６
２
２

募
　
集

ご
み
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
お
配
り
し
て
い
ま
す「
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
再

度
ご
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
燃
や
せ

る
ご
み（
生
ご
み
は
、
水
切
り
を
し
っ

か
り
行
う
）・
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
町
指

定
の
ご
み
袋
ま
た
は
半
透
明
の
ご
み

袋
に
入
れ
、
氏
名
を
記
入
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

缶
は
、
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
、

古
紙
は
ひ
も
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
「
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
生
活
課
環
境

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

水
道
管
の
凍
結
や
破
損
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
は
お
済
み
で

す
か
。
気
温
が
０
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
な
ど
が
凍
結
し
、
水
が
出
な

く
な
っ
た
り
、
破
損
し
た
り
し
ま
す
。

▼
水
道
管
を
凍
ら
せ
な
い
た
め
に

①
水
抜
き
栓
で
管
内
の
水
を
抜
く　

②
水
道
管
に
保
温
材
や
電
熱
ヒ
ー

タ
ー
を
巻
く

③
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
流
し
て
お

く
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▼
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　

保
温
材
を
は
が
し
て
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
ま

す
。
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と
蛇
口
や

水
道
管
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
止
水
栓
の
点
検
を
お
忘
れ
な
く

　

屋
内
の
水
道
管
を
修
理
し
た
り
、

蛇
口
を
交
換
し
た
り
す
る
場
合
は
、

止
水
栓
で
水
を
一
時
止
め
る
必
要
が

水
　
道

猪苗代町指定給水装置工事事業者一覧表（町内業者）
商号または名称 所　　　在　　　地 電話番号

㈲猪苗代工務店 字板橋北 3246-1 （62）4645

㈲笠間設備工業 大字磐里字磐崎 1548-1 （62）2883

伊藤配管工業 字窪南 3655 （62）3018

宇南山設備 大字三ツ和字東前畑 3315-1 （65）2265

野崎設備工業所 大字千代田字打越分乙 8 （62）5176

㈲阿部伊三郎商店 大字磐里字八千代 46 （62）3626

㈲渡部住宅設備機器 大字壺楊字壺下１ （66）2868

猪苗代設備工業所 大字千代田字千代田 6-6 （62）4434

㈲会津燃料 字御三壇 4123-2 （62）3229

小椋建設林業㈱ 大字若宮字村東丙 701-1 （64）3329

小熊建設 大字若宮字家東乙 678 （64）2508

渋谷建設㈱ 字渋谷 144-1 （64）2425

金子工業㈱ 字五百苅 132-3 （64）2151

㈱五十嵐建設工業 字御三壇 4111 （62）3861

本間建設 大字長田字釜井 322 （65）2701

㈲鈴木設備 字見祢 5316-1 （62）3520

大栄工業㈲ 大字蚕養字西高塚甲 2119 （64）2802

生
　
活

医療機関名 日にち
曜日

12/25
水

12/26
木

12/27
金

12/28
土

12/29
日

12/30
月

12/31
火

1/1
水

1/2
木

1/3
金

1/4
土

1/5
日

1/6
月

1/7
火

浅見クリニック
（63）2200

午前 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○
午後 ○ ○ × × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○

小川医院
（62）2132

午前 ○ ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○
午後 ○ × × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ×

かねこクリニック
（72）0660

午前 ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○ ○
午後 ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × ○ ○

野崎医院
（66）2245

午前 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○

午後 ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○

マリアクリニック
（66）2700

午前 × ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○
午後 × ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○

矢吹医院
（62）2169

午前 ○ ○ ○ ○ × ○ 12 時まで × × × ○ × ○ ○
午後 ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × ○ ○

町立病院
（62）2350

午前 ○ ○ ○ ○ × ○ × × × 内科のみ × × ○ ○
午後 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○

年末年始町内医療機関診療予定表（12 月 25 日～１月７日）
○：診療可　×：休診　

年中無休　受付時間　午後６時 30 分～午後 10 時 30 分　診察開始は午後７時から
ただし、12 月 31 日～１月３日の間は特別な診察時間となります。

（午前 10 時～午後 4 時、午後５時～午後 10 時 30 分）

【夜間救急】　会津若松市夜間急病センター　会津若松市山鹿町１－ 22（謹教コミュニティセンター）　☎（28）1199  

※町外業者は、町ホームページをご覧ください。

案
　
内
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家
屋
の
異
動
が
あ
っ
た
場

合
に
は
必
ず
届
出
を
お
願

い
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る

税
金
で
す
。　

　

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
、

所
有
者
変
更
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

取
り
壊
し
た
年
は
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
届
け
出
に
よ
り
翌
年
か
ら
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
ま
た
は
未
登

記
家
屋
の
場
合

　

取
り
壊
し
た
床
面
積
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
町
税
務
課
に
「
家
屋
異
動

申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
併
せ
て
現
地
確
認
も
行
い
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

該
当
す
る
家
屋
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
法
務
局
で
「
建
物
滅
失
登
記
」

を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
記

を
行
う
と
、
法
務
局
か
ら
町
へ
通
知

が
届
き
ま
す
の
で
、
町
へ
の
届
け
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

﹁
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
﹂
請
求
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く 

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の

案
内
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
続

き
が
遅
れ
る
と
、
10
月
分
か
ら
の
給

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
め

に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
案
内
が
届
い
て
い
な
い
場

合
で
も
、
世
帯
構
成
が
変
更
と
な
っ

た
場
合
な
ど
は
受
給
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
受
給
要
件
に
つ
い
て

は
、
広
報
10
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
こ
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

手
数
料
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）４
０
９
２

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
係

☎（
62
）２
１
１
４

を
ご
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
廃
車
や
滅
失
し
た
時
期
が

不
明
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

︻
軽
自
動
車
税
︼ 

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

︻
自
動
車
税
︼

県
会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部
課
税

第
二
課

☎（
29
）５
２
６
１

　

住
宅
用
地
は
、
そ
の
税
負
担
を
特

に
軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
そ
の
面
積

の
広
さ
に
よ
っ
て
小
規
模
住
宅
用
地

と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け
て
特
例
措

置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

特
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
規
模
住
宅
用
地

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い
て

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
土
地

︻
課
税
標
準
額
︼　

土
地
の
決
定
価
格
の
６
分
の
１

▼
一
般
住
宅
用
地

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い
て

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
住

宅
の
総
床
面
積
の
10
倍
ま
で
の
土
地

︻
課
税
標
準
額
︼

土
地
の
決
定
価
格
の
３
分
の
１

　

な
お
、
10
倍
を
超
え
る
部
分
の
土

地
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
地
特
例
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
家
屋
の
新
増
築
や
取
り
壊

し
な
ど
を
行
っ
た
場
合
に
つ
き
ま
し

て
は
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標

準
の
特
例
の
変
更（
届
出
）が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

　

登
記
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局　

☎（
27
）１
５
０
１　

ま
た
は
、
お

近
く
の
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

善意をありがとうございます

　町に寄せられた善意を紹介します。

○教育振興事業協力金として
株式会社ジー・アイ・ピー　　 739,321 円

○災害復興支援協力金として
岩崎愛子さん（東京都）　　　  　 50,000 円
中村孝子さん（静岡県）　　　  　 30,000 円
小須田治祐さん（小水沢）　　  　 10,000 円
全国町村議会議長会　　　　 　  30,000 円
全国町村会　　　　　　　　　   30,000 円
全国国公立幼稚園・こども園長会、全国国
公立幼稚園・こども園ＰＴＡ連絡協議会　
　　　　　　　　　　　　　　 100,000 円
　
東北電力株式会社会津若松電力センター
　　　　　　　　  　ＬＥＤ防犯灯　15 基

年
　
金

税
　
金

　

完
成
し
た
年
の
翌
年
か
ら
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

職
員
が
評
価
額
算
出
の
た
め
の
調

査
に
伺
い
ま
す
。
調
査
の
内
容
は
、

家
の
間
取
り
や
最
終
的
な
各
部
屋
の

仕
上
げ
な
ど
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

調
査
の
時
間
は
１
時
間
程
度
で
す

（
床
面
積
の
大
小
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）。

　

基
本
的
に
は
職
員
が
文
書
や
電
話

な
ど
に
よ
り
調
査
の
日
程
な
ど
を
調

整
し
ま
す
が
、
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
随
時
調
査
に
伺
い
ま
す
。

　

届
け
出
に
よ
り
取
得
し
た
年
の
翌

年
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
ま
た
は
未
登

記
家
屋
の
場
合

　

相
続
や
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
町
税
務

課
に
「
家
屋
異
動
申
告
書
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な

所
有
者
に
翌
年
か
ら
課
税
し
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

法
務
局
で
「
所
有
権
移
転
登
記
」

を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
記

を
行
う
と
、
法
務
局
か
ら
町
へ
通
知

が
届
き
ま
す
の
で
、
町
へ
の
届
け
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の

特
例

自
動
車
・
軽
自
動
車
の
登

録︵
移
転
・
変
更
・
抹
消
︶

は
お
済
み
で
す
か

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
令
和
２
年

３
月
31
日（
火
）ま
で
に
登
録
手
続

き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

①
住
所
が
変
わ
っ
た

②
自
動
車
・
軽
自
動
車
を
人
に
譲
っ

た③
廃
車
し
た

④
自
動
車
・
軽
自
動
車
の
所
有
者（
使

用
者
）が
亡
く
な
っ
た

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
所
有
者

（
ロ
ー
ン
購
入
の
場
合
は
使
用
者
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
例
年
、「
持
っ

て
い
な
い
車
の
納
税
通
知
書
が
き

た
」「
納
税
通
知
書
が
こ
な
い
」
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
早
め
に
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

﹁
所
在
不
明
の
軽
自
動
車
の

手
続
き
﹂

　

売
却
・
廃
車
・
滅
失
な
ど
に
よ
り

車
両
番
号
標
識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
）の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
に

抹
消
登
録
が
で
き
な
い
軽
自
動
車
に

つ
い
て
は
、
廃
車
や
滅
失
の
事
実
が

分
か
る
書
類
な
ど（
関
係
官
公
署
の

証
明
書
ま
た
は
解
体
証
明
書
な
ど
）

普通自動車
乗用車・トラック
大型オートバイなど

福島運輸支局
☎ 050（5540）2015

軽自動車
排気量 660cc 以下の四輪、
または三輪の自動車

軽自動車検査協会福島事務所
☎ 050（3816）1837

小型二輪車 排気量 250cc を超える二輪車
福島運輸支局
☎ 050（5540）2015

軽二輪車
排気量 125cc を超え、
250cc 以下の二輪車

福島県軽自動車協会
☎ 024（546）2577

原動機付自転車
小型特殊自動車

（農作業用・その他）

排気量 125cc 以下の二輪車、ト
ラクター・コンバイン・フォー
クリフトなど

猪苗代町役場　税務課
☎（62）2113

【登録の手続き窓口】

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

家
屋
の
所
有
者
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合クリスマス献血を実施します

皆さんのご協力をお願いします
日時：12 月 24 日（火）午前９時～午後５時
場所：役場正面玄関前

けんけつちゃん

冬場は風邪をひいて体調を
崩したりする人が多く、血
液が不足しがちです。
400㍉㍑献血へのご協力を
お願いします。
クリスマスならではの特別
なプレゼントを用意して、
皆さんの来場をお待ちして
います。
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●町と県からのお願い
　冬期間の除雪は、行政と住民の皆さんの相互理解と協力連携が必要不可欠です。除雪作業
を安全かつ速やかに行うため、次のことについてご理解とご協力をお願いします。

◇除雪車には近寄らないようにしましょう！
　除雪車周辺は、運転手の死角になり大変危険です。
　事故を防ぐためにも作業中の除雪車へ近づかないでください。

◇流雪溝の利用後は蓋を閉めてください！　
　流雪溝の利用後に蓋を開けておくと、人が転落するなど重大
事故につながる恐れがありますので、必ず蓋を閉めてください。

◇自宅前の雪の処理にご協力ください！
　除雪車が通った後は、宅地の出入り口に多少の雪が残ってしまうことがあります。各家
庭や近所の皆さんで協力し合い、除雪をお願いします。

◇路上駐車や道路への雪捨てはやめましょう！
　路上駐車や道路への雪捨ては、通行の妨げとなり、交通事故発生の原因となります。円
滑な道路通行を確保するため、支障となる行為はやめるようご協力をお願いします。

◇深夜・早朝の除雪にご理解ください！
　通勤・通学の時間帯に合わせるため、深夜から除雪作業を行うことがあります。騒音や
振動によりご迷惑をお掛けすることもありますが、ご理解をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　
【道路交通に関する問い合わせ先】

　　　　　　　　　　　　　　○町道　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　町建設課　建設係　☎（62）2118
　　
　　　　　　　　　　　　　　○国道 115 号・459 号および県道
　　　　　　　　　　　　　　県猪苗代土木事務所　業務課　☎（62）3102　　
　

年
末
年
始
の
役
場
業
務

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

町
役
場
の
業
務
は
、
12
月
28
日

（
土
）か
ら
１
月
５
日（
日
）ま
で
休

み
に
な
り
ま
す
。

　

各
種
証
明
書
の
発
行
や
水
道
の
開

閉
栓
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
種
証
明
書

が
必
要
な
人
や
水
道
使
用
開
始（
停

止
）予
定
の
あ
る
人
は
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
休
業
中
で
も
婚
姻
届
、
死

亡
届
や
火
葬
場
の
予
約
な
ど
は
受
け

付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

町
民
生
活
課　

町
民
係

☎（
62
）２
１
１
４

上
下
水
道
課　

水
道
管
理
係

☎（
62
）５
６
２
２

新
年
あ
い
さ
つ
交
歓
会
を

１
月
６
日
に
開
催
し
ま
す

　

年
頭
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
町
政

伸
展
を
誓
う
た
め
「
新
年
あ
い
さ
つ

交
歓
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
予
約
な
し
で
、
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
開
催
日
時　

１
月
６
日（
月
）　

午
前
11
時
30
分
～

▼
開
催
場
所　

町
役
場
３
階　

正
庁

▼
会
費　

５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

12
月
18
日（
水
）、

２
年
１
月
15
日（
水
）　

午
後
１
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
４
委
員

会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

告　

示

・
第
50
号
「
平
成
31
年
度
第
１
期
固

定
資
産
税
督
促
状
の
公
示
送
達
」（
税

務
課
収
納
係
） 

・
第
51
号
「
猪
苗
代
町
議
会
臨
時
会

の
招
集
」（
総
務
課
行
政
管
理
係
） 

・
第
52
号
「
猪
苗
代
町
介
護
者
激
励

金
支
給
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
」（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
）

・
第
53
号
「
猪
苗
代
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
起
業
・
事
業
承
継
支
援
補
助

金
交
付
要
綱
」（
企
画
財
務
課
企
画

調
整
係
） 

・
第
54
号
「
猪
苗
代
町
議
会
臨
時
会

の
招
集
」（
総
務
課
行
政
管
理
係
）  

・
第
55
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

・
第
56
号
「
町
県
民
税
納
税
通
知
書

の
公
示
送
達
」（
税
務
課
賦
課
係
） 

・
第
57
号
「
平
成
31
年
度
軽
自
動
車

税
督
促
状
の
公
示
送
達
」（
税
務
課

収
納
係
） 

・
第
58
号
「
担
保
権
設
定
等
財
産
の

差
押
解
除
通
知
書
の
公
示
送
達
」（
税

務
課
収
納
係
）

・
第
59
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
） 

・
第
60
号
「
猪
苗
代
町
議
会
定
例
会

の
招
集
」（
総
務
課
行
政
管
理
係
） 

・
第
61
号
「
平
成
31
年
度
第
１
期
町

県
民
税
督
促
状
の
公
示
送
達
」（
税

務
課
収
納
係
）

・
第
62
号
「
平
成
31
年
度
国
民
健
康

保
険
税
納
税
通
知
書
の
公
示
送
達
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

・
第
63
号
「
軽
自
動
車
税
環
境
性
能

割
の
減
免
に
係
る
対
象
車
両
に
関
す

る
協
定
書
の
締
結
後
の
告
示
」（
税

務
課
賦
課
係
）

・
第
64
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

公　

告

・
第
25
号
「
令
和
元
年
６
月
分
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員

会
農
地
係
）

・
第
26
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
取
消
し
」（
農
業
委
員
会
農
地
係
）

・
第
27
号
「
令
和
元
年
度
に
お
け
る

猪
苗
代
町
の
発
注
予
定
工
事
情
報
」

（
企
画
財
務
課
財
務
係
） 

・
第
28
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
環
境
係
） 

・
第
29
号
「
令
和
元
年
７
月
分
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員

会
農
地
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
　
場

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

　猪苗代町および福島県では、冬期間道路交通の安全確保のため道路の除雪
作業を実施しています。

除雪作業にご協力を！
案
　
内

掲
示
板

相
　
談
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●開催日　令和２年１月 26 日（日）
①現地相談会（午前 10 時～午後４
時）
○場所　白河市産業プラザ人財育成
センター、県いわき合同庁舎
※原則として事前予約制です。（１
月24日（金）午後５時まで受け付け）
②電話相談（午前 10 時～午後７時）
☎ 024（521）7594
㉄県労働委員会事務局
☎ 024（521）7594

　　除夜の鐘つきを
　　中止します

　除夜の鐘つき実行委員会では、例
年大みそかに「除夜の鐘つき」を実
施してきましたが、台風 19 号によ
る亀ケ城公園内の石垣などの被害に
より、来場者の皆さんの安全面を考
慮して今回の開催を中止することと
なりましたのでお知らせします。
㉄除夜の鐘つき実行委員会
☎ 090（6227）6870（渡部）

　自衛隊高等工科学校
　生徒募集

　自衛隊では、自衛隊高等工科学校
の生徒を次のとおり募集します。将
来、陸上自衛隊において、高機能化・
システム化された装備品を駆使・運
用するとともに、国際社会において
も自信を持って対応できる自衛官と
なる者を養成するため中学校卒業等
を対象に採用する制度です。
●募集職種　高等工科学校生徒（一
般）
●資 格　男子中卒（見込み含む）、
17 歳未満の者
●受付期間　11 月１日（金）～令和
２年１月６日（月）
●試験期日
・１次試験　令和２年１月18日（土）
・２次試験　令和２年１月31日（金）
～２月３日（月）
㉄自衛隊福島地方協力本部　会津若
松出張所
☎（27）6724

　　国民年金基金で
　　ゆとりある老後を

●国民年金基金について
　自営業の人やその家族、学生など
の国民年金第１号被保険者の皆さん
が、国民年金に上乗せして加入でき

る公的な年金制度です。
●加入できる人について
　国民年金に加入している 20 歳以
上 60 歳未満の人および 60 歳以上
65 歳未満の国民年金に任意加入し
ている人です。
●国民年金基金の５つのポイント
① 65 歳から生涯受け取れる終身年
金が基本です。
②加入したときに確定した掛金額と
年金額は変わりません。（途中で口
数を変更しない場合）
③掛金は課税所得から控除できるの
で、確定申告することにより所得税
と住民税が軽減されます。
④万が一、早期に亡くなったときは
家族に遺族一時金が支払われるため、
掛け捨てになりません。
⑤ライフプランに合わせて年金額や
受取期間を設計でき、加入後もプラ
ン変更が可能です。
㉄全国国民年金基金　福島支部　
☎ 0120（65）4192

　

「旧優生保護法一時金支給
法」による一時金の支給

　平成 31 年４月 24 日に成立した
「旧優生保護法に基づく優生手術等
を受けた者に対する一時金支給等に
関する法律」に基づき、旧優生保護
法下で優生手術等を受けた人に国か
ら一時金（320 万円）が支給される
ことになり、対象となる人からの一
時金の請求受付等のため、県では「旧

   今月の納期
（納期限12 月25 日）

●固定資産税    ３期分

●国民健康保険税 ６期分

●介護保険料 ６期分

●後期高齢者
医療保険料   ５期分

●上下水道使用料 12 月分

●下水道受益者負担金 ４期分

お知らせ

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

年　　金

暮らしの情報広場

優生保護法に関する相談窓口」を設
置しています。窓口では、一時金の
請求手続きに関する質問や相談に保
健師や相談員が対応いたしますので、
ご連絡ください。
㉄旧優生保護法に関する相談窓口
☎ 024（521）8294

　除雪のお願いと注意

○消火栓などの除雪のお願い
　消防署・消防団は、火災発生時に
消火栓、防火水槽を使用して消火活
動をします。これから雪が降り、家
の周りの消火栓や防火水槽に雪が積
もりましたら除雪をしていただくよ
うご協力をお願いします。
　また、消火栓、防火水槽の周りに
は雪を捨てないよう、ご協力をお願
いします。
○屋根の雪下ろしに注意
　屋根の雪下ろし作業中の転落事故
が毎年発生しています。転落は重大
なけがとなる場合があります。屋根
の雪下ろし作業をする際には、安全
帯などを使用して転落防止を図り、
十分に注意して行ってください。
　また、できる限り２人以上で実施
し、お互いに安全を確認し合い、万
が一事故が発生した際には、直ちに
119 番通報を行ってください。
㉄猪苗代消防署
☎（62）4433

　労働困りごと相談会

　県労働委員会では、賃金未払い、
解雇、退職などの労使間のトラブル
に関する困りごとや疑問についての
相談をお受けします。相談は無料で、
秘密は厳守します。お気軽にご相談
ください。

１　犯罪発生状況

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和元年10月31日現在）

2019 年 11 月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　13,777 人
　　世帯数　　　  4,864 戸
　　出生      3 人　  転入　 45 人
　　死亡　20 人  　転出　 52 人

募　　集

相　　談

◎全国的に子どもが被害に遭う犯罪や事故が発生して
います。子どもの見守りを地域で行い、子どもが被害
に遭う犯罪や事故の発生を抑制しましょう。

◎全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用をしましょう。
◎夕暮れ時には早めにライトを点灯しましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和元年 平成 30 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 38 62 -24 -38.7
磐 　 梯 　 町 11 8 3 37.5
裏 　 磐 　 梯 6 7 -1 -14.3

　　　計 55 77 -22 -28.6

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
元年 30 年 元年 30 年 元年 30 年

窃盗犯計 20 51 8 5 5 5
空き巣
金庫破り 2
事務所荒らし 1
出店荒らし 3
倉庫荒らし 1 3
侵入盗その他 4 15 1 2
置引き 2 1 1
車上ねらい 2 1
部品ねらい 1 1
脱衣場ねらい 2 1 1
自販機ねらい 5 1
万引き 4 3
職場ねらい 1
さい銭盗 1
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 2 1 1 1
非侵入盗その他 4 7 4 2 2
自動車盗 1 2
オートバイ盗
自転車盗 2 3
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 3 3 2 1 1
詐欺・横領 1 2

遺失物等横領 2
器物損壊 5 2 1 3 1

その他の刑法犯 7 4
総　計 38 62 11 8 6 7
増　減 -24 3 -1

死亡事故 1 1 0 1 0 0
増　　減 0 -1 0
人身事故 28 27 6 9 2 3
増　　減 1 -3 -1

12 月 11 日～１月末の窓口業務延長日は
12 月 24 日と１月７日、21 日です編

集
後
記

▼
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
取
材
で

は
、
今
年
も
４
人
体
制
で
本

町
チ
ー
ム
の
全
選
手
の
撮
影

に
挑
み
ま
し
た
。
台
風
19
号

の
影
響
な
ど
に
よ
り
昨
年
と

は
コ
ー
ス
が
一
部
変
更
に
な

り
、
撮
影
場
所
ま
で
の
移
動

が
不
安
で
し
た
が
、
な
ん
と

か
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
写
真
撮
影
も
大
事
で

す
が
、
つ
い
選
手
を
応
援
し

た
く
な
り
、
声
援
を
送
り
ま

す
。
カ
メ
ラ
の
手
ブ
レ
と
の

戦
い
で
し
た
。（
半
澤
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

労　　働

消　　防

町の人口
（福島県現住人口調査より）

【おわびと訂正】

　広報 11 月号（№ 709）の記事
中に誤りがありました。
　３ページ「県高校駅伝大会」
の記事中、「１区（6.0）㌔、猪
苗代高２年の佐藤未来選手」と
あるのは「３区（3.0）、猪苗代
高１年の山口羅那選手」の誤り
です。
　９ページ「野口英世博士顕
彰記念音楽祭」の記事中、吾
妻 小 学 校 合 唱「God Bless My 
Homeland Gahna」 と あ る の
は「God Bless My Homeland 
Ghana」の誤りです。
　深くお詫びして訂正いたしま
す。
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「牛のちちをしぼった
よ」

成田牧場で牛の乳しぼりを体
験した時の様子を描きました。
絵の具とコンテを使い分けて
色を塗りました。牛の鼻のリ
ングを上手に描くことができ
ました。 佐賀　結

ゆ い

斗
と

さん（２年）

「新記録に挑戦」

野口英世博士顕彰記念陸上大
会に走り幅跳びで出場した時
の絵を描きました。背景を淡
い色にして、ジャンプしてい
る自分が目立つように工夫し
ました。

長谷川　聖
さとし

さん（５年）

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。
ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 270

■一口メモ■
　野菜は蒸し煮にすることでかさが減り、たくさん食べることができます。

【材料】４人分
・大根  10㌢・ニンジン  １本・白菜  1/4 個・長ネギ  ２本・シイタ
ケ  ４個・エノキ茸  １袋・豚バラ肉  200㌘・水  300cc
タレ：七味唐辛子  小さじ１・長ネギ  1/2 本・めんつゆ  大さじ４

【作り方】
①野菜をきれいに洗います。
②大根とニンジンは皮をむき、初めはピーラーを使い、小さくなっ
てきたら包丁で薄く切ります。白菜は３㌢幅、長ネギは斜め切りに。
シイタケは石づきも合わせてスライスし、エノキ茸は石づきを切り
落とし半分に、豚バラ肉は３㌢にそれぞれ切ります。
③鍋に大根、ニンジン、白菜、長ネギのそれぞれの半量を入れ、そ
の上に豚バラ肉の半量をのせます。さらにその上に野菜をのせ、豚
バラ肉、シイタケ、エノキ茸をのせます。
④分量の水を入れて蓋をし、最初は強火で、沸騰したら弱火で蒸し
煮にします。
⑤材料を混ぜ合わせたタレにつけて食べます。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 272㌔㌍、塩分 1.9㌘

野菜たっぷり蒸し鍋
（野菜たっぷりメニュー）


